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令和３年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会科・総合的な学習の時間（第5学年）


テーマ〖「SDGｓ」持続可能な社会を調べよう〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交野市立藤が尾小学校　








≪学習のねらい≫


　・「ＳＤＧｓ」について関心を持ち、日々の生活を振り返るなかで、自分たちでできることを考えることができる。


　・「ＳＤＧｓ」の観点から社会科で学ぶ日本の農業や漁業における問題について調べ、身の回りのことと関連させて発表することができる。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　５月　～　７月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


社会科�
・日本の水産業について学ぶ（農業との関連性も）。


・自分たちが食べている水産物はどこでとれるのか。


・日本の水産業の課題、公害について知る。�
■一人１年あたりの魚や貝の消費量や水産資源の減少について資料から読み取らせる。�
�
２


総合的な学習の時間�
・「ＳＤＧｓについて知ろう」


　ユニセフのホームページや関連動画から、ＳＤＧｓの目的や考え方について調べ、発表する。�
■特に、「子どもたちにとってのＳＤＧｓ」の観点で考え、身近な問題としてとらえられるように指導する。�
�
３


総合的な学習の時間�
プレゼンテーション資料をロイロノートを利用して作成する。


　�　��
■図書やタブレット端末で調べたり、新聞やテレビでみたことを元にまとめたりし、他人事や外国のことでなく、日本でも同様の問題があることなど自分たちの生活と関連することに気づかせる。�
�
４


総合的な学習の時間�
　社会科で学んだ「農業」や「漁業」において課題となっていたことを解決するために、自分たちにできることはあるのか、自分自身の生活を振り返るとともに、相手に伝えるために工夫して発表する。�
■調べたことをまとめるだけではなく、自分たちの生活と関連させることや発表の際に気をつけること等、指導する。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　ＮＨＫ　for　school、ユニセフ協会のHP、SDGｓ関連動画


≪成果≫


・SDGｓの観点から国際社会について知る貴重な機会となった。また、自分たちが意識して行動することで、よりよい社会を築く一員となることを意識することができた。　


・教科横断的に学ぶなかで、事象に対して教科で学んだことを活かして考えることができた。


・ICT機器を使う機会が増えたことで、自分たちで活用アイデアを出すようになった。









